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『バランス力を磨く 〜「生物学と人間学」の復習 〜』 

 

2022日4月10日(日)、水戸の常陽藝文センター藝文ホールでの講演『バランス力

を磨く 〜 助さん ＆ 格さんの現代的意義 〜』（画像1）に赴いた。『テレビ

ドラマの「水戸黄門」でも、黄門様ご一行も関わる人々も、さまざまな困難や

障害に 阻まれながら それを乗り越えて解決に至っている。 困難や障害にぶつ

かって、乗り越えるために 自分の心を整える時、周囲のサポートと状況、思い

を共有しようという「寄り添う」姿勢がいかに大切か。 時代を超え 普遍的な

人間関係の要であると考えます。』、これが「水戸黄門」の人物の特徴（役割・

使命と現代的意義）であろうと語った。「人生の使命」の再認識ともなった。 

 

会場からは、多数の質問が寄せられ充実した時であった。 スタッフの皆様の真

摯な姿には、大いに感動した。 今度、水戸の常陽藝文センターで、水戸教室で

講義『コロナ時代を生きる哲学 〜「生物学と人間学」の復習 〜 』が企画され

るようである。 ただただ感服である。 講演後は、筆者の本のサイン会の機会

が与えれた。 東京から参加された方から、水戸駅の『水戸黄門、助さん、格さ

んの銅像』の写真が送られてきた(画像 2)。 また、茨城県の筑西でのカフェの

主催者の方からは、ニューモア溢れる絵葉書が送られてきた(画像 3)。 大いに

心が慰められた。 大変貴重な『水戸の旅』の 1 日であった。 
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